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Gene Pulser MXcell
TMエレクトロポレーションシステム 

クイックガイド 
 

Whole Plateプログラミング 

Home画面から： 

1. ENTERを押して protocol setupを選択します。 

2. 矢印キーでプレートサイズを選択します。 

3. ENTERか下向きの矢印キーを押し、選択内容を確定します。 

4. 左右の矢印キーでWHOLE PLLATEを選択します。 

5. ENTERを押すと、波形とパラメータの画面が表示されます。 

6. 左右の矢印キーで波形（SQRまたは EXP）を選択し、ENTERを押します。 

7. 上下の矢印キーを押して各パラメータを選択します。パラメータ値がハイライト表示されたら、英数字キ

ーで数値を入力します。数値を訂正する場合には、CLEARキーを使用してください。 

8. ENTERキーを押して数値を確定します。 

重要ポイント： 必要なパラメータ値が入力されると"P"の文字が表示され、PULSEボタンを押せる状態

が整ったことを知らせてくれます。 

9. PULSEボタンを押して、サンプルのエレクトロポレーションを実施します。 

Well Setプログラミング 

Home画面から： 

1. ENTERを押して protocol setupを選択します。 

2. 矢印キーでプレートサイズを選択します。 

3. ENTERか下向きの矢印キーを押し、選択内容を確定します。 

4. 左右の矢印キーでWELL-SETを選択します。 

5. ENTERを押すと、波形とパラメータの画面が表示されます。 

6. 矢印キーでウェルセット内のパラメータを選択します。矢印キーを長押しすると、次のウェルセットにジ

ャンプします。 

7. 各パラメータを入力したら、ENTERを押して入力内容を確定します。 

8. PULSEボタンを押して、サンプルのエレクトロポレーションを実施します。 

Gradientプロトコール 

Home画面から： 

1. 下向きの矢印キーを押して gradient protocolを選択します。 

2. ENTERか下向きの矢印キーを押し、選択内容を確定します。 

3. 左右の矢印キーを押してプレートのタイプを選択します（96ウェルまたは 24ウェル）。 

4. ENTERか下向きの矢印キーを押し、選択内容を確定します。 

5. 左右の矢印キーを押して gradientプログラムを選択します。 

6. ENTERを押すと、波形とパラメータの画面が表示されます。 

7. 電圧の中央値を入力します。 

備考： 96ウェルプレートと 24ウェルプレートのいずれも、中央値の電圧はウェルセット EFGH1に適

用されます（詳しい説明は取扱説明書を参照してください）。 

8. 適用する電圧の変化率を入力します。 

9. コンデンサー容量と抵抗値を入力します（一定に維持されます）。 

10. PULSEボタンを押して、サンプルのエレクトロポレーションを実施します。 
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バイオ・ラッドラボラトリーズ株式会社 

Quadrantプログラミング 

Home画面から： 

1. 下向きの矢印キーを押して gradient protocolを選択します。 

2. ENTERか下向きの矢印キーを押し、選択内容を確定します。 

3. 左右の矢印キーを押してプレートのタイプを選択します（96ウェルまたは 24ウェル）。 

4. 左右の矢印キーを押して Quadrantプログラムを選択します。 

5. ENTERを押すと、波形とパラメータの画面が表示されます。 

6. 矢印キーを使用して、Quadrant内のパラメータを選択します。矢印キーを長押しすると、次の Quadrant

にジャンプします。 

7. 電圧の中央値を入力します。 

備考： 中央値の電圧は、ウェルセット ABCD4および ABCD10、EFGH4または EFGH10というように、

プレートの Quadrantごとに一つずつ適用されます（詳しい説明は取扱説明書を参照してください）。 

8. 各 quadrantに適用される電圧の変化率を入力します。 

9. コンデンサー容量と抵抗値を入力します（一定に維持されます）。 

10. PULSEボタンを押して、サンプルのエレクトロポレーションを実施します。 

ユーザー・プロトコール 

Home画面から： 

1. 下向きの矢印キーを押して user protocolsを選択し、ENTERを押します。 

2. user directoryと user protocolsが表示されます。 

3. user protocolsから目的のプロトコールを選択する場合、上下の矢印キーを押して user protocolsを選択し

ENTERを押します。 

4. 上下の矢印キーを押して、使用したいプロトコール名をハイライト表示させます。7.へ進みます。 

5. user directoryから目的のプロトコールを選択する場合、上下の矢印キーを押して user directoryを選択し

ENTERを押します。 

6. 上下の矢印キーを押して、ユーザー名（ディレクトリ）を選択し、ENTERを押します。使用したいプロト

コール名をハイライト表示させます。 

7. ENTERを押してプロトコールを選択すると、プロトコールの詳細画面が表示されます。この時、PULSE

ボタンは押せる状態になっています。 

8. PULSEボタンを押して、サンプルのエレクトロポレーションを実施します。パルスが終了すると、データ

画面が表示されます。 

9. プロトコール画面に戻りたい場合には、BACKキーを押してください。 

 

 
 
 
 


